
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 1.1 事故位置 
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写真－ 1.1 事故現場 

 



 

 

 

 

図－ 2.4 大蔵海岸整備基本計画図 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.6 大蔵海岸周辺地形 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.7 大蔵海岸周辺の等深線 

明石大蔵海岸CCZ事業 

明石港 

平成 13年 8月測量基準：T.P.(m) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.8 大蔵海岸周辺の等深線詳細図

東側突堤 

南側突堤 

平成13年 8月測量基準：T.P.(m) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.9 大蔵海岸周辺 気象・海象観測位置



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.10 大蔵海岸周辺の観測所位置と江井ヶ島観測所における波向の出現頻度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.11 波浪頻度図（江井ヶ島観測所：7 年間，1995～2001 年） 
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図－ 2.12 波浪頻度図（神戸観測所：7 年間，1995～2001 年） 
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図－ 2.13 江井ヶ島観測所における波数の来襲数（7 年間，1995～2001 年） 
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・ 波浪観測は 1 時間毎の統計値であることから 1 時間その波が

継続するものと仮定。 

・ 周期は周期ランクの中間値を用いた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.14 神戸観測所における波数の来襲数（7 年間，1995～2001 年） 
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・ 波浪観測は 1 時間毎の統計値であることから 1 時間その波が

継続するものと仮定。 

・ 周期は周期ランクの中間値を用いた。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.15 月最大有義波(東播海岸 江井ヶ島観測所) 
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図-2.16 潮位実況(気象庁 神戸) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.17 明石海峡潮流図 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)震度は神戸気象台観測値 

図－ 2.18(1) 大蔵海岸の施工と地震頻度(神戸)の関係(1995 年～1997 年) 
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注)震度は神戸気象台観測値 

図－ 2.18(２) 大蔵海岸の施工と地震頻度(神戸)の関係(1998 年～2001 年)  
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図－ 2.19 大蔵海岸整備工事の概略工程平面図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 2.20 南および東側突堤標準断面図 



図－ 2.21 南および東側突堤平面図 
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写真－ 2.3 防砂板形状 



図－2.22 防砂板取り付け状況 
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表－2.2 東側突堤施工工程 
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図－2.23 兵庫県明石市大蔵海岸砂浜陥没事故周辺に関する経緯について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.1 空洞調査結果 
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東側突堤 №11-12 ケーソン目地部 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

写真－3.1 ファイバースコープによる空洞内部調査 状況写真 



 
 
 
南側、東側突堤に沿って 
突堤に平行に事故部を除き、 
レーダーによる探査を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
南側、東側突堤において、 
上記の探査結果より、空洞や 
ゆるみの疑わしい箇所について 
突堤と垂直方向に実施。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－3.2 レーダー探査による空洞調査 
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発泡ウレタン固化後 
№14-15 ケーソン目地付近 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－3.3 発泡ウレタン注入による空洞の型取り 

 



 

 

 

 

表－3.3 ケーソン変状調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 19-20 20-21
上部 80 69 55 34 21 30 27 35 31 37
下部 85 55 51 30 21 測定不可 27 33 27 44

700 640 690 410 500 測定不可 610 750 840 650
0 0 0 0 0 測定不可 0 0 0 0
15 -25 13 -42 7 23 -18 28 22 -40
45 14 -4 0 0 -5 29 20 -4 157

上部はケーソン上端(上部工下端)部の目地の開き
下部はケーソンの計測可能な場所の最下端部
距離は上下間の距離。
傾きはケーソン上端より「下げ振り」をおろし傾斜計で概略測定
法線出入りは海側ケーソン（若番－老番）
高低差はケーソン上端部の段差（若番－老番）

法線出入(mm)
傾き(度)

高低差(mm)

目地No.

距離(mm)

海側目地の
開き幅(mm)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.2 ケーソン変状調査結果 
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表－ 3.4 南側および東側突堤天端水準測量成果表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海側 陸側 海側 陸側
KBM +3.797 (No.21上)

2 --- --- --- ---
+3.965 +3.969 --- ---

3 +3.973 +3.970 --- ---
+3.980 +3.970 --- ---

4 +3.980 +3.967 --- ---
+3.983 +3.972 --- +1.907

5 +3.987 +3.978 --- +1.898
+3.991 +3.988 --- +1.958

6 +3.991 +3.981 --- +1.940
+4.001 +3.991 --- +1.954

7 +4.001 +3.991 --- +1.904
+3.998 +3.989 --- +1.867

8 +4.000 +3.992 --- +1.857
+4.003 +3.993 --- +1.915

9 +4.000 +3.998 --- +1.953
+3.993 +3.995 --- +1.927

10 +3.973 +3.987 --- +1.954
+3.987 +3.986 +1.951 +1.958

11 +3.919 +3.924 +1.088 +1.085
+3.859 +3.884 +1.157 +1.157

12 +3.846 +3.873 +1.117 +1.111
+3.751 +3.774 +1.149 +1.136

13 +3.742 +3.774 +1.141 +1.138
+3.759 +3.781 +1.153 +1.156

14 +3.764 +3.785 +1.161 +1.167
+3.766 +3.793 +1.173 +1.181

15 +3.766 +3.788 +1.168 +1.178
+3.751 +3.792 +1.167 +1.188

16 +3.758 +3.793 +1.170 +1.183
+3.787 +3.763 +1.177 +1.163

17 +3.787 +3.762 +1.174 +1.177
+3.770 +3.787 +1.192 +1.194

18 +3.772 +3.787 +1.159 +1.174
+3.766 +3.783 +1.197 +1.210

19 +3.768 +3.782 +1.180 +1.198
+3.769 +3.783 +1.203 +1.212

20 +3.771 +3.790 +1.197 +1.217

上部工天端 ケーソン天端



 

 

 

 

表－3.5 海側潜水調査結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

掘削調査状況 

（南側突堤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掘削調査状況 

（東側突堤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.4 掘削調査状況 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.3 南・東突堤補修状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.4 西側突堤補修状況 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故個所

20-19 19-18 18-17 17-16 16-15 15-14 14-13 13-12 12-11 11-10 10-9 9-8 8-7 7-6 6-5

陸に凹 陸に凸 陸に凹 陸に凸 陸に凸 陸に凸 陸に凸 陸に凸 陸に凹 陸に凹 陸に凹 陸に凹 陸に凹 陸に凹 陸に凹

2.910 確認不能 確認不能 2.930 2.980 2.950 2.980 2.970 2.940 2.990 2.930 3.020 3.090 3.160 3.290

0.150 0.150 0.150 0.260 0.400 0.310 0.220 0.270 0.280 0.280 0.260 0.200 0.150 0.220 0.280

上端(T.P.) -1.800 0.000 0.050 -2.500 -0.420 -0.220 -0.930 0.180 0.330 0.480 0.440 0.300 0.150 0.320 0.330

下端(T.P.) -1.900 -0.100 -0.290 -2.560 -0.590 -2.730 -1.680 -1.370 -0.720 -2.310 -3.300以下 0.200以下 -2.190 0.220以下 0.280以下

長さ 0.100 0.100 0.340 0.060 0.170 2.510 0.750 1.550 1.050 2.790 3.740以上 0.100以上 2.340 0.100以上 0.050以上

T.P.

(単位m)

南側突堤

雑石天端(T.P.)

防砂板設置状況

防砂板の
擦り切れ
(単位m)

砂天端(T.P.)

ケーソン目地№
東側突堤

-4.000

-3.000

-2.000

-1.000

0.000

1.000

2.000

3.000

4.000

擦り切れ

雑石天

平均潮位(T.P.0.098m）

砂天端

2.
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以
上

?

不
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2.
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0.
6m

0.9m以下?

　

1.
4m

0.5m

穴
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1m

1m
ス

ケ
ー

ル

0.
6m

2.0m3.0m

0.
8m

1.5m

0.
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0.
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2.0m

被害者の靴がこの
深さで発見された

0.
8m

0.5m

1.
7m

3.0m

2.
7m

以
上

?

H14.1.6緊急巡視時に
2.7m鉄筋棒が全貫入

潜水夫の手探りにより、さ
らに深いところにも擦り切
れが続いていることを確認

「空洞」について：
　事故後の現地掘削調査時に確認されたものである。なお、数値については第４回委員会資料「掘削
調査概要図」を参考としている。
「穴」について：
　事故発生以前に明石市の定期パトロールで発見されたものである。数値については確認された最大
規模のものを記載している。
註：「穴」はくぼみ（砂浜表面がなだらかな凹形状のもの）と陥没（砂浜表面が不連続な凹形状のもの）を示す。

・ウレタン注入後の計測最大幅が0.9m
・発見時の幅は未計測だが、もっと細かった

1.
8m

H14.1.6緊急巡視時に
鉄筋棒が1.8m貫入

H14.1.6緊急
巡視時に計測

・ウレタン注入後の計測値(深さ・幅)
・土のう袋による補修の結果、目地から離れ
　た箇所においても空洞が発見されている

発見時の深さは未計測
だが、もっと深かった

砂
浜
の
穴
と
空
洞 

防
砂
板
の
擦
り
切
れ 

図－3.5 防砂板破損位置および砂浜の変状状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.6(1) 東突堤部掘削調査概要図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.6(2) 南突堤部掘削調査概要図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.6(3) 西突堤部掘削調査概要図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(1) 防砂板調査結果 No.7-8



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(2) 防砂板調査結果 No.9-10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(3) 防砂板調査結果 No.10-11



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(4) 防砂板調査結果 No.11-12



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(5) 防砂板調査結果 No.12-13



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(6) 防砂板調査結果 No.13-14



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(7) 防砂板調査結果 No.14-15



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(8) 防砂板調査結果 No.15-16



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(9) 防砂板調査結果 No.16-17



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(10) 防砂板調査結果 No.17-18



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(11) 防砂板調査結果 No.18-19



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.7(12) 防砂板調査結果 No.19-20 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.8 No.16-17 目地部の防砂板取り付け状況（平面図） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.5 事故箇所 No.17-18 防砂板 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.6 事故箇所 No.17-18 防砂板の破損状況 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.7 ケーソンＮｏ．11-12 防砂板表面の拡大写真（海側表面）

1.00mm 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.8 ケーソン No.11-12 防砂板表面の拡大写真（陸側表面 海面より上部）

1.00mm 



 

写真－3.9 ケーソンＮｏ．11-12 防砂板表面の拡大写真（陸側表面 平均海面付近） 

1.00mm 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.9 西側護岸の掘削 
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図－3.10 西側護岸部分の断面図と掘削断面

単位：m 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.11 西側護岸防砂板調査結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.12 サンプリング位置図 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.13(1) 粒径加積曲線 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.13(2) 粒径加積曲線 



表－3.6 均等係数 Uc の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.14(1) 雑石調査位置図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.14(2) 雑石調査位置図(詳細) 

 



表－3.7(1)  粒度試験結果(Ａ地点：東側突堤ケーソン No.19～20 周辺) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.15(1) 粒度試験結果(Ａ地点：東側突堤ケーソン No.19～20 周辺) 



表－3.7(2)  粒度試験結果(Ｂ地点：南側突堤ケーソン No.5～6 周辺) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.15(2) 粒度試験結果(Ｂ地点：南側突堤ケーソン No.5～6 周辺) 



表－3.8(1) 試験結果一覧表(Ａ地点：東側突堤ケーソン No.19～20 周辺) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－3.8(2) 試験結果一覧表(Ｂ地点：南側突堤ケーソン No.5～6 周辺) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.10(1) 水位観測状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.10(2) 水位観測状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.11 波圧観測状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.12 間隙水圧観測状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.13(1) 加速度観測状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－3.13(2) 加速度観測状況 
単位：mm 

18 
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防砂板U字部 
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18 
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写真－3.14 観測状況 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.16 計測箇所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.17 波圧・水圧の測定位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.18 目地(ケーソン)背後の水位計測の方法 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.19(1) 計測箇所１および計測箇所２の計測器位置図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.19(2) 計測箇所３の計測器位置図 



表－3.9(1) 波高・波圧計測結果概要(平成 14 年 2 月 19 日 16 時 10 分～20 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東側突堤(計測箇所３、No.11-12)

目地前面波浪測定結果
最高波高Ｈmax(m) 0.459 最高波の周期Ｔmax(s) 4.30
有義波高Ｈ1/3(m) 0.294 有義波周期Ｔ1/3(s) 4.23
平均波高Ｈ(m) 0.190 平均周期Ｔ(s) 3.95

目地間波浪測定結果 目地間波圧測定結果(10分間最大波圧)
最高波高Ｈmax(m) 0.416 最高波の周期Ｔmax(s) 5.45 ＋側 －側
有義波高Ｈ1/3(m) 0.254 有義波周期Ｔ1/3(s) 4.93 上部(Ｐ－１　TP+0.59m) － －
平均波高Ｈ(m) 0.171 平均周期Ｔ(s) 4.79 中部(Ｐ－２　TP-0.41m) 2.46 -2.09

下部(Ｐ－３　TP-1.41m) 2.14 -2.12
上部には波が作用していない 単位kPa

南側突堤(計測箇所５ No.7-8)

目地前面波浪測定結果
最高波高Ｈmax(m) 1.183 最高波の周期Ｔmax(s) 3.85
有義波高Ｈ1/3(m) 0.776 有義波周期Ｔ1/3(s) 3.96
平均波高Ｈ(m) 0.502 平均周期Ｔ(s) 3.90

目地間波浪測定結果 目地間波圧測定結果(10分間最大波圧)
最高波高Ｈmax(m) 1.147 最高波の周期Ｔmax(s) 3.90 ＋側 －側
有義波高Ｈ1/3(m) 0.803 有義波周期Ｔ1/3(s) 3.89 上部(Ｐ－４　TP+1.09m) 2.43 -0.42
平均波高Ｈ(m) 0.520 平均周期Ｔ(s) 4.08 中部(Ｐ－５　TP-0.91m) 4.19 -5.49

下部(Ｐ－６　TP-1.91m) 2.96 -3.31

単位kPa
注）：+側:海から陸方向への波圧
　　　-側:陸から海方向への波圧



表－3.9(2) 波高・波圧計測結果概要(平成 14 年３月６日８時 0 分～10 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東側突堤(計測箇所３、No.11-12)

目地前面波浪測定結果
最高波高Ｈmax(m) 欠測 最高波の周期Ｔmax(s) 欠測
有義波高Ｈ1/3(m) 欠測 有義波周期Ｔ1/3(s) 欠測
平均波高Ｈ(m) 欠測 平均周期Ｔ(s) 欠測

目地間波浪測定結果 目地間波圧測定結果(10分間最大波圧)
最高波高Ｈmax(m) 1.436 最高波の周期Ｔmax(s) 7.09 ＋側 －側
有義波高Ｈ1/3(m) 0.967 有義波周期Ｔ1/3(s) 6.95 上部(Ｐ－１　TP+0.59m) 6.07 -0.10
平均波高Ｈ(m) 0.662 平均周期Ｔ(s) 6.91 中部(Ｐ－２　TP-0.41m) 5.91 -5.79

下部(Ｐ－３　TP-1.41m) 5.30 -5.18

単位kPa

南側突堤(計測箇所５ No.7-8)

目地前面波浪測定結果
最高波高Ｈmax(m) 0.439 最高波の周期Ｔmax(s) 7.54
有義波高Ｈ1/3(m) 0.281 有義波周期Ｔ1/3(s) 7.19
平均波高Ｈ(m) 0.174 平均周期Ｔ(s) 5.29

目地間波浪測定結果 目地間波圧測定結果(10分間最大波圧)
最高波高Ｈmax(m) 1.040 最高波の周期Ｔmax(s) 7.34 ＋側 －側
有義波高Ｈ1/3(m) 0.665 有義波周期Ｔ1/3(s) 6.81 上部(Ｐ－４　TP+1.09m) 3.83 -0.08
平均波高Ｈ(m) 0.395 平均周期Ｔ(s) 5.66 中部(Ｐ－５　TP-0.91m) 3.60 -4.67

下部(Ｐ－６　TP-1.91m) 3.53 -4.35

単位kPa
注）：+側:海から陸方向への波圧
　　　-側:陸から海方向への波圧



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.20(1) 防砂板の変位算定結果(G-1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.20(2) 防砂板の変位算定結果(G-2) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.20(3) 防砂板の変位算定結果(G-3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.20(4) 防砂板の変位算定結果(G-4) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.21(1) 波圧および防砂板の変位の拡大図(上部) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.21(2) 波圧および防砂板の変位の拡大図(下部) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.22(1) 計測箇所１の平均水位・有義波高・平均間隙水圧の経時変化    

(第２回計測) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.22(2) 計測箇所２の平均水位・有義波高・平均間隙水圧の経時変化    

(第２回計測) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.23(1) 計測箇所１(No.19-20)の計測結果の代表例           

(平成 14 年３月６日 0８時 00 分～10 分) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.23(2) 計測箇所２(No.16-17)の計測結果の代表例           

(平成 14 年３月６日 0８時 00 分～10 分)



表－3.13 点検結果の概要(平成 14 年 5 月 29 日調査) 

 

 

うち陥没等が確認された 
地区海岸数 

  
地区海岸数 うち供用中の人 

工海浜を有する 
地区海岸数 

1月4日以前 1月4日以降 

河川局所管 ２，９４０ １２８ ２ ５ 
港湾局所管 ２，１５６ １１９ ３ ２ 

５ ７ 
国土交通省 計 ５，０９６ ２４７ 

１２ 
 ※ 人工海浜とは、人工的に砂で造成を行った海浜 

 ※ 陥没等には、深さ３０ｃｍから５０ｃｍのくぼみを含む。 

表－3.14 １月４日以前に陥没等が確認された地区海岸            

(平成 14 年 5 月 29 日調査) 

所在地 海 岸 地 区 規  模 現在の状況 

        ※ 陥没  

兵庫県神戸市 
とうばん

東播 
ま い こ

舞子 大きさ 不明 立入禁止措置 

    対策工法検討中 

   陥没  

大分県大分市 
た の う ら

田ノ浦 
た の う ら

田ノ浦 深さ30～50cm 補修済 

   半径100cm  

        ※ 陥没  

高知県夜須町 
て い こ う

手結港 
たつのくち

辰ノ口 深さ20～50cm 補修済 

   半径20～40cm 立入禁止措置 

        ※ 陥没・くぼみ 補修済 

福井県大飯町 
わ だ こ う

和田港 
こいかわ

鯉川 深さ30～60cm 立入禁止措置 

   半径30～140cm 対策工法検討中 

        ※ 陥没  

大分県姫島村 
ひめしまこう

姫島港 
まつばら

松原 深さ50cm 補修済 

   半径30～50cm  
 ※印は、平成１４年１月２２日国土交通省にて箇所数を記者発表した地区海岸。



 

表－3.15 １月４日以降の巡視・点検により強化陥没等が確認された地区海岸                

(平成 14 年 5 月 29 日調査) 

所在地 海 岸 地 区 規 模 現在の状況 

        ※ 陥没  

兵庫県神戸市 
とうばん

東播 
ま い こ

舞子 深さ40cm 立入禁止措置 

   大きさ20×30cm 対策工法検討中 

   陥没  

  
え い が し ま

江井ヶ島 深さ100cm 立入禁止措置 

   大きさ20×50cm 対策工法検討中 

兵庫県明石市 
とうばん

東播  陥没  

  
た に や ぎ

谷八木 深さ40～60cm 立入禁止措置 

   半径25～30cm 対策工法検討中 

   陥没・くぼみ  

富山県氷見市 
ひ み

氷見 
こざかい

小境 深さ30～50cm 立入禁止措置 

   半径10～50cm 対策工法検討中 

        ※ くぼみ  

愛知県田原町 
た は ら

田原 
に さ き

仁崎・
し ろ や

白谷 深さ30cm 立入禁止措置 

   半径25～40cm 対策工法検討中 

        ※ くぼみ  

福井県敦賀市 
つるがこう

敦賀港 
あかさき

赤崎 深さ30cm 立入禁止措置 

   半径30cm 対策工法検討中 

        ※ 陥没  

福井県小浜市 
わ だ こ う

和田港 
お こ づ

岡津 深さ50cm 立入禁止措置 

   半径20～40cm 対策工法検討中 

※ 印は、平成１４年１月２２日国土交通省にて記者発表済み。 

 



表―3.16 ケーソン構造を有する突堤で砂浜を囲んでいる人工海浜     

(平成 14 年 5 月 29 日調査) 

 ・国土交通省所管の現在供用を開始している 

       人工海浜を有する地区海岸数（事業実施中を含む）：２４７海岸 

 ・うち、ケーソン構造を有する突堤で砂浜を囲んでいる海岸数：３海岸 

                        （平成１４年１月現在） 
 所在地   海 岸    地 区      目地部における 

     砂の吸い出し防止対策 

  
    

おおくら
大 蔵 

 防砂板（ゴム製） 

兵庫県 
   
とうばん
東 播 

 (今回事故  

明石市   発生地区)  
    

兵庫県 
   
とうばん
東 播     

たるみ
垂 水 

 栗石 

明石市    
    

広島県 
  
ひろしまこう
広 島 港      

さか
坂  

 防砂板（塩化ビニール製） 

坂町    

    

    

  

 



１．「海岸保全施設築造基準解説」（海岸保全施設築造基準 連絡協議会編，1997） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「港湾の施設の技術上の基準・同解説」（社団法人 港湾協会，1989） 

・第８編 係留施設 第４章 重力式係船岸 4.5 細部設計 において、以下の記述があ

る（以下抜粋 P80.）。 

「(3)重力式構造物においては、ブロック相互間や基礎捨石の間隙などから背後土砂の吸出

防止をはかるため、吸出防止工を設けるものとし、必要に応じて、防砂シート等を設置す

るものとする。」 

 

・この基準は1999年版以前の基準であり、1999年版に記載されているような防砂板の品

質に関する基準は記載されていない。 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．「港湾の施設の技術上の基準・同解説（上巻）」 

（社団法人 日本港湾協会，1999）運輸省港湾局監修 

・ 第３編第７章 その他の材料 7.2 プラスチック及びゴムの〔参考〕において、防砂

布、防砂板の規格が示されている。（以下参照 Ｐ350,Ｐ351） 

 

 



 



・ 第８編第４章 重力式係船岸において、壁体への土圧軽減を目的とした裏込めを

施工する場合があり、背後土砂の裏込めへの侵入防止、裏込め材の吸い出し防止に防砂

シート、防砂板を設置するとしている。（以下参照  重力式係船岸の設計例 Ｐ655） 

 

・4.5 裏込めの効果の〔参考〕に防砂シート・防砂板の記述がある。（以下抜粋 Ｐ

661） 

「(2)残留水位の増減により、裏埋土砂が裏込材の間隙に徐々に侵入し，このためエ

プロン舗装の路盤基礎に沈下を生じることがあるので，裏込材背面には目つぶし等を行

ったり，防砂シートを設置することが望ましい。」 

「(5) 沈下等の現場条件により，裏込材の吸出しのおそれがある場合は，壁体背面と

裏込材の間に防砂板を設置することができる。」 

・4.6 構造設計の〔参考〕に、防砂シート等の設置に関する記述がある。（以下抜粋 

Ｐ662） 

「(3) 重力式構造物においては，ブロック相互間や基礎捨石の間隙などから背後土砂の

吸出し防止を図るため，吸出し防止工を設けるものとし，必要に応じて，防砂シートな

どを設置することが望ましい。」 

 



４．「港湾工事共通仕様書」 

（運輸省港湾局編集、（財）港湾建設技術サービスセンター，2001） 

・防砂板の品質に関する記述はないものの、防砂板の品質の参考とした防舷材の材質につ

いて以下のように記述されている（以下抜粋 P.185～188）。 



 

 

 


